
南

方
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
　 

「
傘
寿
残
照
」

―
た
ど
り
来
し
道
―
　 

和
歌
山
県
　
脇
村
英
一
　 

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
、
旧
国
鉄
に
就
職
し
た
。

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
日
、
兄
妹
中
で
一
番
頭
の
良
か
っ
た

妹
寿
美
子
が
急
性
肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
。
大
阪
へ
遊
び
に
連
れ

て
行
く
約
束
が
果
た
せ
ず
、
い
ま
だ
に
心
の
こ
り
で
あ
る
。
大

阪
湊
町
車
掌
区
で
車
掌
に
な
り
、
和
歌
山
車
掌
区
を
経
て
、
昭

和
十
七
年
四
月
一
日
、
和
歌
山
六
十
一
歩
兵
連
隊
に
現
役
兵
と

し
て
入
営
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
九
日
天
長
節
の
夜
明
け
に
門
司
港
を

出
帆
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
マ
ノ
ク
ワ
リ
を
目
指
し
た
。
当
時

も
っ
と
も
危
険
と
い
わ
れ
て
い
た
バ
シ
ー
海
峡
を
無
事
に
突
破

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
港
に
上
陸
し
た
。
北
斗
七
星
と

南
十
字
星
を
同
時
に
見
ら
れ
る
夜
空
、
ヤ
シ
の
並
木
な
ど
の
風

景
は
、
と
て
も
戦
時
中
と
は
思
え
な
い
。

船
団
再
編
成
の
た
め
、
一
週
間
兵
站
宿
舎
で
過
ご
し
て
、
マ

ニ
ラ
港
を
出
帆
し
た
翌
朝
、
ス
ル
ー
海
セ
ブ
島
沖
で
魚
雷
の
直

撃
を
受
け
た
が
、
幸
い
に
船
首
と
一
番
ハ
ッ
チ
の
間
を
約
二

メ
ー
ト
ル
の
穴
を
あ
け
て
海
中
で
爆
発
し
た
の
で
、
沈
没
を
免

れ
た
。
五
月
二
十
四
日
、
よ
う
や
く
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
ヤ
ホ
ー
ル

に
■
り
着
い
た
。

戦
況
が
悪
い
の
で
、
目
的
地
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
マ
ノ
ク
ワ
リ

に
は
と
て
も
行
け
ず
、
昭
和
十
九
年
七
月
三
十
日
に
ム
ナ
島
市



庁
要
員
と
し
て
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
グ
ル
ワ
を
出
帆
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
一
日
、
途
中
無
事
に
セ
レ
ベ
ス
島
ビ
ー
ト

ン
港
に
上
陸
、
兵
站
宿
舎
で
約
半
月
揚
塔
作
業
に
従
事
し
て
、

八
月
十
七
日
再
び
ビ
ー
ト
ン
港
を
出
帆
、
南
下
し
、
二
十
六
日

無
事
マ
カ
ッ
サ
ル
港
に
上
陸
、
陸
路
を
北
上
し
て
パ
レ
パ
レ
東

部
の
山
地
に
自
動
車
の
補
給
及
び
修
理
工
場
を
開
設
し
て
作
業

し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
、
作
戦
任
務
を
解
除
さ
れ
、
十

一
月
十
九
日
、
マ
リ
ン
プ
ン
地
区
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
、
約
七

カ
月
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
ま
で
抑
留
生
活
に
入
っ
た
の
で
あ

る
。マ

リ
ン
プ
ン
収
容
所
は
南
セ
レ
ベ
ス
の
マ
リ
ン
プ
ン
草
原
に

あ
り
「
死
の
草
原
」
と
い
わ
れ
、
第
一
次
大
戦
中
に
ジ
ャ
ワ
移

民
や
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
が
、
ほ
と
ん
ど
死
に
絶
え
た
と
い
う
い
わ

く
付
き
の
「
地
の
果
て
」
な
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
ま
ず
宿
舎
の
建
設
、
井
戸
掘
り
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
伐
採
、
開
墾
、
堆
肥
づ
く
り
と
分
担
し
て
作
業
に
励
ん
だ
。

穴
を
掘
っ
て
、
堆
肥
を
敷
き
つ
め
て
水
漏
れ
を
防
ぎ
、
大
根
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
栽
培
し
た
。
捕
虜
の
労

働
は
、
農
耕
作
業
の
他
道
路
、
橋
の
修
復
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
へ
抑
留
さ
れ
た
捕
虜
た
ち
の
重
労
働
に
比
べ
る

と
、
南
方
諸
地
方
の
捕
虜
た
ち
は
、
自
給
自
足
の
た
め
の
開

墾
、
開
発
と
い
う
名
目
の
た
め
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
負

担
が
軽
い
は
ず
で
あ
る
。
南
セ
レ
ベ
ス
・
マ
リ
ン
プ
ン
に
収
容

さ
れ
た
軍
人
、
軍
属
、
一
般
邦
人
は
、
約
二
万
人
で
あ
っ
た

が
、
ほ
と
ん
ど
茅
し
か
成
育
し
な
い
草
原
に
ほ
う
り
こ
ま
れ

て
、
途
方
に
く
れ
た
。
他
の
抑
留
生
活
と
比
べ
よ
う
も
な
い
の

で
、
集
団
餓
死
に
お
い
や
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
も
の
だ
。

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
栄
養
失
調
の
た
め
、
移
送
さ
れ
て

き
た
一
群
が
「
死
の
草
原
」
の
農
耕
に
立
ち
向
か
っ
た
時
「
こ

こ
で
ト
ド
メ
を
さ
さ
れ
る
の
か
」
と
思
っ
た
ら
し
い
。
事
実
ま

た
、
彼
ら
は
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い
っ
た
。

井
戸
水
に
よ
る
か
ん
が
い
と
堆
肥
の
効
果
で
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
、
た
ち
ま
ち
豊
富
な
野
菜
が
成
育
し
収
穫
さ
れ
た
。

野
菜
が
豊
富
に
な
っ
た
一
方
で
は
、
激
し
い
労
働
の
た
め
体

は
肉
類
を
要
求
す
る
の
で
、
我
れ
勝
ち
に
ネ
ズ
ミ
、
犬
、
猫
を

食
べ
は
じ
め
た
。
ま
た
世
間
で
よ
く
聞
く
言
葉
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ



や
Ｃ
不
足
と
言
わ
れ
た
が
、
や
は
り
体
が
要
求
し
た
。
た
と
え

ば
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
不
足
す
る
と
緑
色
を
見
る
だ
け
で
あ
る
程
度

満
足
し
た
。

抑
留
生
活
も
や
が
て
五
月
末
に
な
る
と
全
員
内
地
送
還
が
決

ま
り
、
パ
レ
パ
レ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
キ
ャ
ン
プ
に
移
動
を
命
じ

ら
れ
た
。
六
月
五
日
の
朝
、
私
た
ち
は
イ
ン
ド
兵
の
運
転
す
る

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
収
容
所
の
門
を
出
た
。
乗
船
地
パ
レ
パ
レ

ま
で
二
時
間
で
到
着
し
た
。

六
月
九
日
、
出
帆
の
復
員
船
リ
バ
テ
ィ
号
は
第
六
梯
団
で
、

南
セ
レ
ベ
ス
の
日
本
人
は
す
べ
て
引
揚
げ
を
完
了
す
る
。
私
た

ち
の
よ
う
な
兵
器
引
き
渡
し
の
残
務
整
理
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、

受
刑
者
も
同
乗
し
た
こ
と
は
痛
ま
し
か
っ
た
。

午
後
五
時
、
抜
錨
、
出
港
の
汽
笛
が
鳴
っ
た
。
な
ぜ
か
、
船

内
は
静
ま
り
か
え
っ
た
。
万
歳
の
声
も
、
軍
歌
の
合
唱
も
な

い
。
戦
時
中
の
船
出
と
は
違
う
。
み
ん
な
で
じ
っ
と
汽
笛
に
耳

を
傾
け
、
ゆ
る
や
か
に
回
転
し
始
め
た
船
体
を
デ
ッ
キ
に
も
た

れ
て
眺
め
な
が
ら
、
万
感
の
思
い
に
た
え
て
い
る
よ
う
だ
。
陸

岸
は
動
き
、
静
か
に
遠
ざ
か
る
。「
さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら

…
…
」
心
で
叫
ぶ
が
声
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
私
は
生
涯
最
大

の
喜
び
を
、
じ
っ
と
一
人
か
み
し
め
て
い
た
。

静
か
な
パ
レ
パ
レ
港
を
出
帆
し
て
一
路
帰
国
の
船
旅
と
違

い
、
戦
い
に
敗
れ
た
つ
か
れ
た
心
を
い
だ
い
て
い
る
と
は
い
え

安
ら
か
な
船
旅
で
あ
る
。
だ
が
や
は
り
祖
国
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
我
が
家
は
、
家
族
は
と
、
違
っ
た
不
安
は
つ
き
な

い
。
約
一
週
間
の
航
海
で
船
は
無
事
、
潮
岬
南
方
に
到
着
し
た

が
、
そ
れ
か
ら
田
辺
港
に
入
港
す
る
か
、
名
古
屋
港
に
入
港
す

る
か
と
無
線
で
打
合
せ
を
し
て
い
た
。

二
十
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
田
辺
文
里
港
入
港
が
決
ま
っ

た
。
な
ん
と
幸
運
な
こ
と
だ
。
生
き
て
日
本
に
帰
れ
る
だ
け
で

な
く
生
ま
れ
故
郷
の
田
辺
文
里
港
に
つ
く
と
い
う
こ
と
は
、
ま

る
で
我
が
家
の
庭
先
に
着
く
よ
う
な
も
の
だ
。
私
は
喜
び
と
安

堵
に
胸
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
。

船
は
紀
伊
水
道
を
一
気
に
北
上
し
た
。
や
が
て
い
つ
も
夢
に

ま
で
見
た
故
郷
田
辺
湾
の
入
口
、
白
浜
番
所
の
鼻
を
右
に
見
な

が
ら
入
港
し
た
。
前
方
に
見
え
る
街
並
み
は
田
辺
で
、
後
ろ
の

山
は
「
左
か
ら
龍
神
・
鷲
尾
・
槇
山
で
安
珍
、
清
姫
、
道
城
寺

こ
と
の
起
こ
り
の
真
砂
庄
あ
の
山
裾
に
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
明



光
バ
ス
観
光
案
内
の
名
調
子
が
思
わ
ず
口
に
出
た
。
つ
づ
い
て

啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
い
て
言
う
こ
と
な
し
　
ふ
る

さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」
が
実
感
と
し
て
よ
み
が
え
っ

た
。
私
は
田
辺
生
ま
れ
だ
か
ら
そ
う
思
っ
た
が
、
戦
友
た
ち
は

扇
ヶ
浜
の
白
砂
青
松
に
日
本
の
景
色
と
心
う
た
れ
て
、
い
つ
ま

で
も
飽
き
ず
に
見
つ
め
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
ま
さ
に

日
本
の
風
光
で
あ
り
、
田
辺
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

田
辺
引
揚
援
護
局
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
四
日
よ
り

六
月
二
十
三
日
ま
で
の
実
質
四
カ
月
間
の
あ
わ
た
だ
し
い
引
揚

げ
業
務
が
実
施
さ
れ
、
十
月
一
日
に
実
質
業
務
が
停
止
さ
れ
、

廃
局
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
十
二
月
二
十
一
日
に
南
海
大
震
災
が
あ
り
、
津
波

に
よ
り
美
し
か
っ
た
文
里
の
風
景
も
家
々
も
、
一
瞬
に
し
て
倒

壊
流
失
し
た
の
で
当
時
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
小
高
い
丘
だ
け
で

あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
十
月
、
紀
南
文
化
財
研
究
会
が
中
心
に
な
っ

て
、
海
外
引
揚
四
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
い
、
記
念
碑

の
建
立
・
記
念
誌
の
発
刊
で
、
資
料
の
収
集
な
ど
も
よ
う
や
く

緒
に
つ
い
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
が
「
し
ら
れ
ざ
る
引
揚
港
田
辺
」
を

作
成
し
、
近
畿
と
全
国
に
二
回
放
送
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
終
戦

五
十
年
を
記
念
し
て
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
「
引
揚
港

田
辺
資
料
室
」
を
開
設
、
平
成
八
年
に
は
「
引
揚
港
田
辺
・
海

外
引
揚
五
十
年
記
念
誌
」
を
発
刊
し
て
い
る
。

懐
か
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

テ
レ
マ
カ
シ
・
バ
ニ
ャ
＝
大
変
あ
り
が
と
う

マ
カ
ン
　
　
　
　
　
　
＝
食
べ
る
・
食
べ
物

イ
カ
ン
　
　
　
　
　
　
＝
魚

バ
グ
ス
　
　
　
　
　
　
＝
良
い
・
よ
ろ
し
い

サ
マ
サ
マ
　
　
　
　
　
＝
同
右

キ
ラ
キ
ラ
　
　
　
　
　
＝
大
方
・
大
体

ジ
ャ
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
　
＝
散
歩
す
る

ブ
ラ
ン
ブ
ラ
ン
　
　
　
＝
帰
る

ラ
ッ
カ
ス
ラ
ッ
カ
ス
　
＝
早
く
早
く

ト
ア
ン
　
　
　
　
　
　
＝
旦
那

ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
＝
飯

ル
マ
ー
　
　
　
　
　
　
＝
家



サ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
＝
私

ア
ピ
ー
　
　
　
　
　
　
＝
火

ア
オ
　
　
　
　
　
　
　
＝
竹

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
、
容
易
に
日
本
人
に
は
意
味
が
通
じ
る

の
で
覚
え
や
す
く
、
重
ね
て
言
う
言
葉
が
多
か
っ
た
。

私
が
田
辺
文
里
港
に
生
還
で
き
た
理
由

一
、
運
が
強
か
っ
た
。

二
、
昭
和
十
六
年
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ

タ
ー
ン
（
私
は
必
ず
帰
っ
て
く
る
）

」
と
い
う
名
文
句
を
残

し
て
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
後
、

昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
午
後
、
神
奈
川
県
厚
木
飛
行
場
に

着
陸
し
た
軍
用
機
バ
タ
ー
ン
号
か
ら
姿
を
表
わ
し
、
タ
ラ
ッ

プ
に
立
ち
「
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
東
京
へ
の
道
程
は
長
か
っ

た
」
と
語
っ
た
。
日
本
占
領
を
急
い
だ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
沖
縄
と
蛙
飛
び
作
戦
を

と
っ
た
た
め
、
セ
レ
ベ
ス
・
ボ
ル
ネ
オ
・
台
湾
等
に
上
陸
せ

ず
、
空
襲
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
戦
禍
が
案
外
少
な
か
っ
た
。

三
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
宣
言

を
し
た
。
宗
主
国
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
独
立
戦

争
が
起
こ
っ
た
。
日
本
の
軍
人
・
軍
属
・
一
般
邦
人
は
海
外

に
約
六
百
三
十
万
人
お
り
ま
し
た
が
引
揚
げ
の
輸
送
船
が
な

い
の
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス

は
、
日
本
人
が
独
立
戦
争
に
参
加
す
る
の
を
恐
れ
て
、
ア
メ

リ
カ
に
一
年
以
内
に
引
揚
げ
で
き
る
よ
う
に
輸
送
船
リ
バ

テ
ィ
号
を
百
隻
貸
与
す
る
よ
う
要
請
し
て
貸
し
て
く
れ
た
の

で
、
一
年
か
か
ら
ず
に
引
揚
げ
が
完
了
し
ま
し
た
。
引
揚
船

は
ア
メ
リ
カ
の
船
で
す
が
運
航
は
日
本
人
が
し
た
の
で
、
引

揚
者
は
安
心
で
し
た
。

和
歌
山
県
下
軍
人
・
軍
属
の
田
辺
文
里
港
上
陸
人

数
合
計
一
万
八
十
二
人

和
歌
山
市
　
二
四
九
　
　
　
　
有
田
郡
　
　
　
七
五

田
辺
市
　
　
一
〇
〇
　
　
　
　
日
高
郡
　
　
一
〇
八

海
南
市
　
　
　
四
〇
　
　
　
　
伊
都
郡
　
　
　
六
三

橋
本
市
　
　
　
三
六
　
　
　
　
那
賀
郡
　
　
一
一
四

御
坊
市
　
　
　
二
七
　
　
　
　
海
草
郡
　
　
　
三
七

有
田
市
　
　
　
二
七
　
　
　
　
西
牟
婁
郡
　
　
九
六



新
宮
市
　
　
　
二
〇
　
　
　
　
東
牟
婁
郡
　
　
九
〇

第
五
回
手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

平
成
十
年
七
月
五
日
、
和
歌
山
県
立
図
書
館
主
催
「
手
づ
く

り
紙
芝
居
制
作
講
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
、
子
供

た
ち
に
戦
争
を
語
り
つ
ぐ
の
に
面
授
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
面
授
と
い
う
の
は
、
人
間
と
人
間
が
向
き
合
い
、
お
互

い
に
息
づ
か
い
の
き
こ
え
る
よ
う
な
距
離
で
も
っ
て
な
に
か
を

学
び
、
な
に
か
を
伝
え
、
そ
し
て
な
に
か
が
伝
え
ら
れ
る
。
と

い
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
紙
芝
居
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
と

思
い
ま
し
た
。
面
授
で
は
、
言
葉
の
内
容
と
同
時
に
、
そ
の
言

葉
を
発
す
る
人
間
の
表
情
と
か
肉
声
、
あ
る
い
は
息
づ
か
い
、

間
の
と
り
か
た
、
と
い
う
こ
と
全
部
を
通
じ
て
、
な
に
か
が
人

間
に
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

紙
芝
居
は
、
日
本
が
生
み
出
し
た
世
界
に
誇
る
文
化
財
で

す
。
昭
和
五
年
頃
、
街
頭
紙
芝
居
と
い
う
形
で
誕
生
し
た
こ
の

独
特
な
文
化
は
現
在
、
主
に
「
出
版
に
よ
る
も
の
」
と
「
手
づ

く
り
に
よ
る
も
の
」
に
よ
っ
て
更
に
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら

え
、
海
外
に
向
か
っ
て
も
羽
ば
た
き
始
め
て
い
ま
す
。
特
に
手

づ
く
り
紙
芝
居
は
、
紙
芝
居
の
原
点
を
深
め
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
紙
芝
居
の
特
性
は
何
か
、
紙
芝
居
に
似
た
も
の
に
絵

本
が
あ
り
ま
す
。
絵
本
は
自
分
が
作
家
の
中
に
入
っ
て
行
く

「
個
」
の
世
界
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
紙
芝
居
は
絵
本
と
逆
で

現
実
に
出
て
「
共
感
」
を
得
る
、
感
性
を
育
む
も
の
で
す
。

二
十
世
紀
は
「
個
」

、
二
十
一
世
紀
は「
共
感
」
の
世
紀
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
紙
芝
居
は
、
昭
和
不
況
の
時
代
、
駄
菓
子

屋
が
紙
芝
居
に
明
日
を
期
待
し
た
。
昭
和
一
桁
の
中
味
あ
る
、

心
の
素
敵
な
も
の
で
は
じ
ま
っ
た
が
、
絵
本
よ
り
紙
芝
居
が
下

に
見
ら
れ
て
き
た
の
は
、
街
頭
紙
芝
居
の
故
で
あ
る
。

私
は
共
感
を
得
る
た
め
紙
芝
居
を
い
た
し
ま
す
。

手
づ
く
り
紙
芝
居
（
あ
ら
す
じ
）

第
一
作
　
引
揚
港
田
辺
も
の
が
た
り

太
平
洋
戦
争
終
結
時
、
海
外
に
は
約
三
百
三
十
万
人
の
軍

人
・
軍
属
と
三
百
万
人
以
上
の
一
般
邦
人
が
在
住
し
て
い
た

が
、
政
府
の
引
揚
げ
業
務
の
体
制
が
整
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

大
勢
の
人
々
の
引
揚
げ
が
始
ま
っ
た
。



全
国
で
指
定
さ
れ
た
十
八
引
揚
港
の
う
ち
、
近
畿
で
は
舞
鶴

と
田
辺
の
二
港
が
指
定
さ
れ
た
。
田
辺
は
戦
時
中
海
兵
団
が
お

か
れ
て
お
り
、
戦
災
も
僅
か
で
あ
っ
た
た
め
、
引
揚
げ
業
務
を

遂
行
す
る
う
え
で
適
地
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

田
辺
港
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
主
と

し
て
中
国
・
台
湾
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
か
ら
二
十
二
万
三
百
三
十
二
人
の
引
揚
者

を
迎
え
、
同
時
に
戦
争
犠
牲
者
一
万
一
千
四
百
六
十
九
柱
の
遺

骨
も
無
言
の
上
陸
を
し
た
。

引
揚
者
の
一
人
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
帰
っ
て
き
た
根
本
和

彦
さ
ん
が
お
り
ま
し
た
。
根
本
さ
ん
は
当
時
の
こ
と
を
こ
う

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
今
も
目
に
浮
か
ぶ
の
は
岩
礁
に
生
え

た
一
本
の
松
と
赤
い
唇
の
娘
さ
ん
が
小
船
で
迎
え
て
く
れ
た
こ

と
」
と
思
い
だ
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
四
十
年
記
念
誌
の
中
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
引
揚
げ
の
秘
話
は
数
々
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
終
戦
後
半
世
紀
が
過
ぎ
、
引
揚
げ
当

時
の
こ
と
は
、
風
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
文
里
港
の
歴

史
、
引
揚
げ
に
つ
い
て
、
記
念
誌
の
発
刊
や
引
揚
記
念
碑
を
建

立
し
て
い
つ
ま
で
も
そ
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
ま
す
。

第
二
作
　
お
ば
あ
さ
ん
が
ひ
と
り

新
婚
間
も
な
く
召
集
さ
れ
た
主
人
が
シ
ベ
リ
ア
で
亡
く
な
っ

た
未
亡
人
物
語
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
が
毎
日
毎
日
お
じ
い
さ
ん

の
帰
り
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
ン
ポ
ポ
の
花
や
ホ
タ
ル
、
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
お
じ
い
さ
ん

を
探
し
て
く
れ
る
と
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。
明
く
る
年
の
秋

に
な
っ
て
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
帰
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
お

じ
い
さ
ん
は
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
遠
い
シ
ベ
リ
ア
の
雪
の

原
っ
ぱ
で
眠
っ
て
い
た
の
で
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
次
の
日
か
ら
も
う
お
じ
い
さ
ん
の
帰
り
を
待

た
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
胸
の
中
の
お
じ
い
さ
ん
と
二
人

で
住
ん
で
い
ま
す
。

第
三
作
　
引
揚
港
の
子
ど
も
た
ち

終
戦
後
、
田
辺
の
文
里
港
は
、
引
揚
港
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
昭
和
二
十
一
年
の
四
カ
月
間
で
約
二
十
二
万
人
の
方
が
、

引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

引
揚
者
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
話
は
、
当
時
、
文
里
港
へ
引
き
揚
げ
て
き
た
方



で
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
励
ま
し
に
よ
っ
て
、
生
き
て
行
く

気
持
ち
を
と
り
も
ど
し
、
そ
の
お
礼
の
気
持
ち
と
し
て
、
昭
和

二
十
八
年
こ
ろ
か
ら
、
児
童
図
書
を
贈
り
続
け
た
田
中
源
助
さ

ん
と
、
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
方
々
の
交
流
を
描
い

た
も
の
で
す
。
匿
名
で
の
寄
贈
を
ず
っ
と
続
け
て
、
こ
ど
も
た

ち
の
読
書
意
欲
の
向
上
に
、
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
す
。

地
元
で
は
、
ど
う
に
か
し
て
こ
の
贈
り
主
を
探
そ
う
と
苦
慮

し
た
結
果
、
思
い
も
よ
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
贈
り
主
を
調
べ
あ

げ
た
の
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
お
礼
の

感
謝
文
を
書
い
て
手
渡
し
ま
し
た
。
戦
後
の
さ
わ
や
か
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
。

終
わ
り
に
、
昨
年
八
月
民
放
の
討
論
会
「
責
任
・
無
責
任
」

が
あ
り
、
青
年
二
十
人
・
壮
年
二
十
人
・
高
年
二
十
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
を
述
べ

ま
す
。

「
若
者
よ
！
　
明
る
い
夢
を
持
と
う
」

「
日
本
の
国
公
債
残
高
六
百
六
十
六
兆
円
に
も
な
る
。
若
者

た
ち
は
莫
大
な
債
務
を
背
負
わ
さ
れ
た
う
え
、
支
払
っ
た
だ
け

の
金
額
の
年
金
さ
え
受
け
取
れ
な
い
大
損
世
代
だ
。
そ
ん
な
日

本
に
し
た
親
た
ち
の
世
代
を
恨
む
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
親
た
ち
の
世
代
が
千
三
百
三
十
兆
円
の
金
融
資
産

と
三
千
兆
円
以
上
の
不
動
産
や
基
盤
施
設
を
残
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
に
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
親
た
ち

が
、
高
齢
者
年
金
の
中
か
ら
年
々
巨
額
の
貯
蓄
を
し
て
い
る
こ

と
も
、
本
人
を
含
む
子
供
た
ち
に
高
い
教
育
を
受
け
さ
せ
た
こ

と
も
考
え
て
い
な
い
。
将
来
の
志
や
未
来
の
夢
が
語
ら
れ
る
こ

と
の
ま
っ
た
く
な
い
。
た
だ
た
だ
不
安
と
不
満
の
羅
列
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
今
日
の
若
者
の
平
均
だ
と
す
れ
ば
、

あ
ま
り
に
も
悲
し
い
。

若
者
た
ち
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
不
安
と
不
満
を
繰
り
返
す

の
で
は
な
く
、
未
来
に
対
す
る
夢
と
志
し
を
抱
く
こ
と
で
あ

る
。生

ま
れ
た
ば
か
り
の
明
治
維
新
政
府
が
ク
ラ
ー
ク
博
士
を
招

い
た
の
も
、
人
口
の
受
け
皿
と
し
て
北
海
道
を
開
拓
す
る
た
め

だ
っ
た
。
博
士
は
将
来
の
貧
困
と
飢
餓
に
怯
え
る
日
本
の
若
者

に
「
大
志
を
抱
け
」
と
叫
ん
だ
。
今
も
ま
た
、
人
口
減
少
と
超

過
疎
化
に
怯
え
る
若
者
に
対
し
て
「
明
る
い
夢
を
持
て
」
と
言



い
た
い
。

〔
編
注
〕

脇
村
英
一
氏
の
戦
争
体
験
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅵ
巻
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。




